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近年 SPS技術は日本を発信源とし欧米、ロシア、中国、アジア諸国へと全世界で顕著な広がりを

見せている。昨年第 20 回記念通電焼結(SPS)研究会にてこの１～2 年の間に中国で急伸しているこ

とを紹介し、一昨年は欧州で SPSブームであることや EUプロジェクトで実用化研究が進んでいる

ことなどを紹介した。これら進歩発展の背景には、先行各 SPS装置メーカによる研鑽努力の成果が

大きい。最近イランに SPSメーカが誕生し市場参入始めたことは波及効果のひとつとして目新しい。

今回の研究会では、初めて 6社もの通電焼結装置メーカの講演参加があり喜ばしい限りである。 

さて、本年 8月に米国ボルチモア市のジョンズ・ホプキンス大学（JHU：Johns Hopkins University）

を訪問し SPS講演の機会を得た。JHUは 2015~6年度全世界大学ランキング 11位という超優良大

学であり、同大学応用物理研究所(APL)は現在航行中の NASA 冥王星宇宙探査機“ニュー・ホライ

ズンズ”管制塔の役割を担っている。SPS 装置は同じ学部内に設置された。米国で他の研究機関を

巡る機会もあったので、話題提供とし米国における最近の SPS 普及状況などを講演時に紹介する。 

 

 

◀ LABOX 据付け指導中 

 

 

 

JH University 

 

 

 

 

米国 TTL社製 SPS装置 モスクワ於「第 1 回日・露 SPSワークショップ」 

 

EUプロジェクト ▲SPS装置の普及状況(推定) 

 

【話題提供】 

 第 21 回通電焼結研究会 (旧称：SPS 研究会） 
・平成 28 年（2016）１２月 1－2 日 
・宮城県仙台市 東北大学金属材料研究所 講堂於 

https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E5%BF%9C%E7%94%A8%E7%89%A9%E7%90%86%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%89%80&action=edit&redlink=1

